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（第３号様式－１） 

令和４年度 学校評価実施報告書 
 
 学校番号 ０３３   学校名 千葉県立船橋法典高等学校  課程名 全日制  
 

領域 
自 己 評 価 の 結 果 
（達成状況、結果の分析） 

改 善 方 策 
（自己評価の結果を踏まえた課題・改善の方向） 

学
校
経
営 

①学校ホームページは、昨年度を超える６０回
以上の更新をおこなうことで、部活動での活
躍や学校行事の様子等を伝えることができた
。 

②学校における働き方改革を推進するために、
個人ごとにノー残業デーを設定して取り組ん
だ。しかしながら、前年度１１月の勤務時間
外の在校等時間は、平均３３時間２８分だっ
たが、今年度の１１月は、平均３８時間４７
分となり、５時間１９分増加した。 

 

① 今年度は感染症拡大防止対策を講じながら、多
くの学校行事を復活させた。日頃の学校生活の
様子などについても、これまで以上にきめ細か
く情報発信していく。 

②学校評価アンケート（職員）の結果によれば、
働き方改革に積極的に取り組んでいると肯定的
に回答した割合が４６．５％（昨年度から１．
２Ｐ減）と半数に満たない状況にあり、職員が
働き方改革の効果を実感できていない。行事等
を再開したことで業務量が増え、負担感が増し
たものと思われる。工夫しながら教育活動を戻
していく必要がある。 

 

学
習
指
導 

①学校評価アンケート（生徒）によれば、「き
ちんと学習活動に取り組んでいる」と肯定的
な回答をした生徒が９０．０％、「授業内容
が理解できている」が同７６．８％であり、
「授業内容を理解」については、４．７Ｐ減
となった。 

②６月と１１月に授業参観を実施した。授業の
様子や学校の取組に対し、保護者からは好意
的な意見が寄せられた。 

 
 

①授業や課題に取り組む態度は良好であり、落ち
着いた雰囲気の中で学習することができている
。学校評価アンケートにおいて、「学力は向上
しつつある」と肯定的に回答した生徒が６３．
３％と昨年度より２．８Ｐ減少した。ＩＣＴを
有効活用した、わかりやすい授業に取り組むこ
とで自己肯定感を高めていく。 

②保護者等が授業を参観した保護者へのアンケー
ト項目を充実させるなど、より幅広い意見が得
られるようにしていく。 

 

生
徒
指
導 

①個人面談を４月と９月に実施した。気になる
生徒等については教育相談委員会で情報を共
有し、スクールカウンセラーや養護教諭と連
携して対応することができた。 

②いじめ防止を目的とした調査を学期ごと計３
回実施した（報告時点では、２回実施済み）
。調査ではいじめを訴える記載はなかったが
、いじめの認知につながった事例もあった。 

 

①生徒への声掛けや日頃の様子を観察することで
気づいた生徒の変化を、教育相談委員会等で共
有し、関係職員が組織的にフォローアップでき
る体制を維持していく。 

②引き続き、いじめが発生しない安全・安心な学
校づくりを心がけ、職員が一丸となっていじめ
を許さない雰囲気づくりに取り組んでいく。 

 
 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

１、２年生を対象に、約３０の大学や専門学
校を招いて進路ガイダンスを開催した。また、
進路決定した３年生を招いて、体育館において
合格体験報告を実施した。その他、外部講師に
よる面接入門講座や公務員対策講座を開催し、
生徒の意識を高める教育に取り組んだ。 
 

引き続き、生徒一人一人のニーズに応じたきめ
の細かい進路指導を行うことで、生徒、保護者の
期待に応えていく。 

特
別
活
動 

①感染対策を講じつつ、段階的に学校行事を再
開させた。学校内で感染が広がることもなく
、生徒の満足度は高まり、学校の活性化につ
ながった。 

②部活動の加入率が、昨年度の６７％から、今
年度は６６％に減少した。 

 
 

①今後も感染防止対策を徹底しながら生徒の安全
を第一に考え、職員の働き方改革とのバランス
を考えながら、学校行事の充実を図っていく。 

 
②本校部活動の活躍を幅広く宣伝するなどしてそ
の魅力を伝えるとともに、部活動の活性化を図
り、学習だけでなく部活動にも熱心に取り組も
うとする生徒の育成に努める。 
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（第３号様式－２） 

※アンケート結果を集計して公表することで、学校評価の結果を公表したとみなすことは適当ではない。 

 

自己評価・学校関係者評
価・今後の改善方策の公
表について、時期や公表
方法を明確に記入する。 

学校ホームページにおいて、学校評価実施報告書を３月中に公開する。 

領域 学 校 関 係 者 評 価 の 結 果 
学 校 評 価 の ま と め 
（課題と次年度に向けた改善策） 

学
校
経
営 

①学校ホームページの更新回数を増やしたと
ころ、学校評価アンケート（保護者）の設
問「ホームページや学校だより等で学校の
様子がよく伝えられている」に肯定的に回
答した割合が７２．０％と、昨年度と同等
の評価が得られた。 

②学校の働き方改革は必要。人と関わる仕事
は心が大切。先生が元気でないと生徒も元
気が出ない。すぐに改善できるものではな
いが、しっかり取り組んでほしい。 

 

①学校ホームページで、学校行事の様子や部活動
等での生徒の活躍を紹介するなどして、学校の
教育活動への理解を深めてもらえるよう、更な
る内容の充実に努める。 

 
 
②生徒や保護者の満足度を下げずに働き方改革を
進めていくことが課題である。行事も再開され
業務が増えるが、職員が連携して業務にあたる
ことで負担感を減らしていく。 

 
学
習
指
導 

クラスを１つ増やして少人数制で教育を行
っていることは、素晴らしい取組だと思う。
教員の負担はあると思うが、ぜひ続けてほし
い。これは、生徒や保護者の満足度につなが
ると思う。 
学校評価アンケート（保護者）によれば、

設問「きちんと学習活動に取り組んでいる」
に肯定的に回答した割合は８９．６％で、過
去５年間で最高値を記録した。 
 

ＩＣＴ機器を有効活用することで授業への興味
関心を高めるとともに、感染症対策を講じながら
意見交換や学び合いの場を充実させ、主体的に授
業に取り組めるような改善を、引き続き進めてい
く。このような授業改善を通して、「きちんと学
数活動に取り組んでいる」、「授業内容が理解で
きている」といった生徒を増やし、自己肯定感の
向上につなげていく。 
 

 
生
徒
指
導 

①スクールカウンセラーへの１、２学期の相
談延べ人数が、昨年度は８６名だったとこ
ろ、今年度は９０名となり、連携をとりな
がら対応できるケースが増えた。しかしな
がら、学校評価アンケート（保護者）によ
れば、設問「生徒の相談に親身になって応
じてくれている」に肯定的に回答した割合
が８０．０％で、昨年度から２．６Ｐ減少
した。 

②「先生は相談に親身になって応じてくれる
」と８０．０％の生徒が回答しているが、
教員は全員（１００％）が「応じている」
と答えている。この乖離を埋めることが、
生徒の満足度の向上につながると思う。 

 

①教育相談委員会を有効に機能させ、組織的に生
徒支援が行える体制を維持していくとともに、
スクールカウンセラーや養護教諭、保護者等と
も連携を深めることで、多面的なフォローアッ
プができるよう、これからも更なる指導体制の
充実を図っていく。 

 
 
 
②生徒一人一人に対して、丁寧な対応を心がけ、
生徒の満足度を高めるとともに、学校評価アン
ケート（職員）の設問「生徒の相談に親身にな
って応じている」への肯定的な回答の割合が、
４年連続１００％となるよう取り組んでいく。 

 

キ
ャ
リ
ア
教
育 

 

学校評価アンケート（生徒）によれば、「
役立つ進路情報が十分に提供されている」の
設問に肯定的に回答している割合は８１．５
％と、昨年度から、３．７Ｐ減少した。 
 
 
 

多様な進路に関する情報を幅広く提供するとと
もに、ガイダンス等で学んだことを振り返る機会
を充実させることで、職業選択時のミスマッチを
避け、よりよい人生につながるよう、きめの細か
い進路指導に取り組んでいく。また、必要な情報
をわかりやすく伝えていくようにする。 
 

特
別
活
動 

 部活動については、若い顧問が増えた印象
がある。学校評価アンケート（生徒）によれ
ば、設問「学校行事は充実している」への肯
定的な回答が７４．２％と、過去５年間で最
高値となった。 

学校内でクラスタを発生させることなく、教育
活動を実施することができた。引き続き、十分な
感染症対策を講じた上で、学校行事の充実を図っ
ていく。 


